




経済研究所 / Institute of Developing































: !'.¥ ：， 十・1i'l li'J '.i, 'ti.／，るやf!'JI 
；」l1 i、， r,; i't, /[ J:lJ. 勺、 t'I，~と r::i i主
・WU.'; 1：』と分間＇ I~ιと
{ j )11z,：件（主： t 上之、 iW~
；マ円12:二,;3 lナらドj'f片、f>;l'A: !lie l'I 
その内地域経済閣を形成する）j向に進んで与し、る。
農千FにつL、てはすでに）｝IJの機会に述べたがUJ'l〕，舎に【J: L :J , 1' I ,Ii (;'(•, HIJ 
lil'[-'::•(::1:..-, l,jl/: '."1 ,~' .,:i;t、；1!¥C:、
t, J '::' 主円」i官


























•!,;_i:jf と L】』 if! 宍
イ；T'J,,r ;1 : ,1: 
























































(,(1 ： ~11ヒ以｛去、' 、1 9β9!¥12)]¥5) 
!J\l\ 己 1＜＇.~~＇d'.tfをの農村＇ I) ） 歩み；t，農民が支配体大肝心liJ時H・二てわがtl¥{t l , 古川｛余勺： if~i& ,¥ 1 t、
合お工i王すi出J1，店i'Y.J／.よがり合拡大してさた歴史であit i七｛本山新しい連投路線をfilI) /l'i j・；こい／こ，／.ここ
山林，／Jl（野，水干I］などは農民の再生産基盤と，、F ノィー〉小論では，農民の；tiFtJn'~投資山形
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戸！；主る 7);, そのc,＇・、‘ （＼＇／（・TUヒ推jf主ふれf〕主%iの:iE
王国産社；が診）；；~ tる。しさそ亨：J ) : tるやrJとして，
その後， l川8ifぴ）大躍進運動のときに． どとtl：化政
恨の推！並斤として丙び説場する。 法11人i芝公社の
ぞかノ非 II＇と A立tlv1モコノレどし ζ の [[ij持〔＇ ，、lがそ
;/tでふ／，， 士山｛た L；どじく）二ぃペciA:1mから
)flえuカ＇， 1}びlリ（i付与三日）・.tiヒ大与＇. l;i可 .i\E チ)jc1〕 q1 で－~·
び）推進す；として械工られラ 19制作にはiCf北白革命
・t5 ruミロ）常任委はにj'IBfされ、 （占！咋 IJ J JJ片1'li七
jl':党議 9期／止］F［大会では党中央c$Ltに浸ばれた向
こ G'l 主五i/J か；三でも~ ）元、る上う；二‘ -L ;;~ 1,k H（の JI交
策か支配fl1J：こなコ tこときに必ず苓J;,・ してさ／こ .{: 
沢東はE!S:'i年r.旧，1様子，／HLのおIJ業史に「節約して
台i乍社全jfil竹し上う j どL、心コメ／｜、を，＼)1,、fこが
(. :JJ その恒かし、コメ〉トω中に τ かれしり社i主l'
五建設のな引がJ＋＿き正tきと捕さ出されてL、る。
王国藩合作社創業史 （'I •l ' 
刊行三年秋ー 2:-;FiのJ！＇［良で初f}k什／1：祉をと組織。 HI
地1:'i. 11ヘケケール（lq三J'.J6,77ーノレト ぃぺ：-1¥lfl, 
ヱミ具はほと／υt・ な〈， 男子労働力1:l, 
il) 5:-¥If.早 fr、18男子労ilib}J，ねh‘（； ]5干口メ
ートノレ同作れたl｜｜へ焚木取し 20 ~l ！？：！っ 20トンの焚






















































53年の端境期の生活難を農民間の相互融(;l守！？ヤカー '2f：ララノく '2 l!lt 入，次の生産財を購入J
肥料ゴ007己ヲ削料180元。
資で切り抜けている。










































ft様：；，；給状況、 1%]if主主でjfiJ 2. ;iトι" 





C Ii1 ) r 1v 1ιI¥ 1J計州政比例発展終業生底的傍
（ふJ （『新車i’月 i:1』， 1959年， No.17）。
(it 2) 社政，！凍滋民，＇f;12「共政党民王国藩j
（『新京、i'/J f!J』、 1959:f', No. 17）。









































3 77 7.9 
4 300 31.3 
5 〕荒 1α｝ 10.4 
i 持？ 地 33 3.5 
7 Z」- (/) 他 366 38.5 
（出所） 石川滋『中国農業の長1耳慣望 I』（アジア経
；斉i1汀』完所， h庁内資料， No.43 27), 6ページ。
ご三であっかう I！林，原野、荒地hどは：＼， 1, 
日‘ Gc1】ryf「｛にはいず》ていると汚えられ． その面
積はきわめて莫大なものであ 6りが（林可能なl面積
だけで i,'.? ｛：志州00.7;,, '7ケールr,1I Jあると長j〉れ
排出面開ぴl'.?.S f;'f,配分された耕地の 5併以 itこ
遣し‘所有権円確定作業だけでι想像に絶するn






















































はil:収Lて公 fTにすることとしている p 東北i也！五
でこの指示／；＇ゐどれほど実行されたか疑問であるう
墓が動力、せる上うにな， ,tこのは 1%81干の ）.~躍進均i
にな－，てか「）である。 それでも虹t,が強く，丈，＿r,:
[J,jfでも手／Jゐ＂）けら ,ltていなL、ところが多いとi出
墓地は1，刷の ・tflをi'i cf；，そこの立木， t存在2
7子山て経済的な一定の重要性をもづてL、た。精神
的には． ；；ミ lその「 J,r~水思想、j → I氏と＊の道を定
めるものという j主f.~ のシンボrレであったっそ
れは一つには l共l"J体」支配者の統治の道H－に使
J.d i口、六二 l I :i；基地は過去にiゴL、て， t~民生活に
,fr，【Jfir-{i、 l~k t t，】てし、たと 7jえらJしるが、 ここで
は資中トゾi;/iWJふA tr, . yてこれ以上はあ’〉かえなしら
1(1日IJ 'IJり「 L:1也改革法j以後，各I也で実情iこあ
' fて山村、‘ 1;(11子， il'U出などの分配規定がLl:主il,
q, J九人J¥: D1,:;r「休業，＇， i¥:J) ［＇休業法令徒州諸； i柑lに




山林， [r;l町、 荒地等は大きくわけて， lば有，十i
（郷）有， fr{)c if, （寸｜｛本Ff，私f山 1：つに分配さ
れたが‘ 分配にあた、て，山林，原、聖子，荒地内 l'J




























































































や，1Jで広東缶、のJ,場合l土1i;,1 び＇＞ ,f riJ か必·~である。ど＇ Jl くじ L 、が＼ l~ 自イじ主 Jl たかでケノ；， ・-,i.♂）ご） tハ
に；：o,t,:以上伐採する場［，はあらかじめ許可をうけ東北) L、ては資料がλあたん tiいけ二JLi二
ルマi、，＇） ら




















































































































































ごJ:kい191{1i仁し l it {;-fdi Jlム土 L1二 Ctu¥il 'i"1 
16［ページ）。／1.',J人への分配は!Ji（経’Ff;f'にI占，，工 L、
ヤサ，tりι土rmic.ti丸が強：主ぺてし、るh:こitr iす， 0o  
ーごに－~ (' ;(i，ゐり
（イトノリ〉内t＼にあたってi土い，，そう民l・二1:iふ
，ていら知；；ふる l、it-Hi・二W.i1H1う‘：［－；，；［・" j l ！てj弘行，





l誌が性1，、c iNl件Jtiui ・ f:J也＆;i1'cr,・ .I, r ＜＇.＞山村、処






いる ι 大日記jj主；ft~ iこ出I1:，よとL、だい的；fji'(j;j;、Lたが，
そ（！） 用益｛在日山、jl ，・）均、i,'.／二（＇;J(:v)!l111:.1;(1庁、
北地にたL、jゐ支配権 i 許し〈拡大LKてふ；・， 必、 F郷あと与し ιは十！の公f］（こすら二1l1は分配せず，
郷人民政府の官官I!1-'iにおし、ぐそU)j也の人民（／）どの長室U(H二;',ti也ιど（／）if！千f1七l正、ボネ｜、司 J：；（里子、ソ。
}J：三'f:+;J、〔」定期間、ど人りを1,tILL 森林を1！際1守する）村人r¥'.:,n公i(i＇！）とよIlJ，ぷ d 》は刀、1(I) (!)Lf_！庄司社！I・；、






」h'iciよ i ~j自己かx，王手l i二十手lj1 ご1; 
士しりJ也山人iで此l(f；~寸Jι4ミ（.＇ 1H'J:す，＇ i 二、り肉i
5. 
:U位L'.c
るものは， (/( ;{l]l也 l主主~＼ま／三 i.tHの人1(19111'｛七回してし、た柴，
トニドることカi予めんjL 亡し、えら《1, J「JjJ1下jiこイCf-hすと〉こと iし、 lU1't'Ji二＼rJ-1！：.、
tHtにi LI有林J也または公有地て十i色村Wlために，イドJf ニ j[l,J 人；；＇~f--1JI i山l二換詳しぐおil包と杭～今日し
JH伎はを与えると主にも集団に優先権が1-j.えられj/J1とくに郷ー村人l¥:vld七（，iJ分分配寸る以外に、
）垣市区5三年 2Jjの「槻山，荒地の植林を喫！必fこ〉すでに多く排地内分配；土，両日のj且を1mいぐいる lコ
すゐ1fi'h I (213べージ）第；i条がその仰である c Ml j故1広しこ｛I故人の研究者に指摘され－，~ l‘、るようにラ





























ら四〆 1 ＇）十i；ては矛盾iノ：， '-¥'.: J1;ーがた士jI i一、、る。 ぞ
れlk封S2 u> I分岡山乙;t.;f j ;.s[.lcjイfHf姪光）Ji(l[ijJ と；li
3の「農民の支配権の拡大」との衝突である。 ）！：
は第ろの知可1主義のf)j(HIJ i t両者を識がし、克服す






ら南はiL i吋古，安徽%と C報道さ;J1 ・c，、ど＇o
お 2表 1950～52f干の森林破壊·！，~iii'.
年 i森林焼さ面積柄拘戸積比｜鼠失木材 i水中才~l措Jik
I （万ha) I、九） I £万Ill~ ） I (7jm3) 
1950；捌加 Isち00（ヨ） I280<1、＇ 664 I 
1951 26科 （；I) I ;iRI) I 764 1 





















'.I)IJ -,j:'.IJI/＼］＇京高のみなじ 1人の入山 fi'.1,tiL 1-
ふ r/,（／）で， il：刊行の作1］で示すと，｛r:f1',:0)I-ilを1り
にわけ， 5年ごとにその中の 1区画を「封山脊林J





















(it 1) 『村、業法令裳編第3輯』， 17ページ。
（法2) 東北人民政府「WIj氏発f町、中的没個がi付.1::1m


































































































































米倉といわれる良国があった ξいうの阿武中：i;c. fl 
入植方、らJU1，主l¥,I］の確立， i：地改革主で山JliFlど決
































































ノ；－ l:、で［！本でi子I.：われてきょて il1itlの tー：Ji~革命の
には：1木、日l年；こは 2本とりくずし：1;fごにした 2




,n Pl配分； ~ IH,l: .~ J tてL、たし
H'1ルj'c1！弘11:i1f』lI JI; ト I ，、一’／、、 y七れ
農村全｛本のil1Jll1{JJ,; A！十i色／？けでは｛＿，・r.できない，
村；
: = 7）で‘（二： (l）段階にjfutsと；］＜手WtJil!fljiJ伎はも
は＇:C,ipJこる；）（；＇）配給と此併； j))j引守合れなう符f[l):, 
ノi、c/iI: f士、l'>:j:τしょ：と L、.－， , 
L en {I機（）関連に上一，てまf,めて存立しうるもので
下からび〉｜：地
t'.: .'( ,I' ', '). I), [ !cが心、 11{i'H~ を動かした山 ft! J(i 
iむハケケ、－ /[. (/) ,-) t・ ν10%の.'17()071J、ククールであ
Lヵ、，1, iJ i I L円上i血i_l正,Y，：は，
C ,, 
（＼・’，，.， ノ！く干IJ連立，／ 1 l:f 1＜、と／，：＇E てよ1; t', j 》
てとで 1j（刊住，；1c1,l f十Jt I_ ( 1/) iktiJI fl(j-; I 
: t ょうで：t，くi' 








］（日；パl’「7!(1!1, Jl:1 f：永ぷif'f'.i》！厄ーで、ごふ J：、，i1', 
くじ合定した 11林 t日以はそのM佑かに及ぶであん；町？？ゾJJぞL、J , :,  -1 fo!Wす，.； < :/IL織｛ヒに .1.ろ fトl];/{t








 Jlt(J.1心ハJi編成どれWI係を無制する，j,け；こiれ、かIiご仁与；kfiJ 10・ [il;'/i9'I行けili,:+u訓ぎれてL、石！
I，』 1、
’b ゼ 4、
二，：ノ研すピノートでlijt＇，かにん：っ fここ EIt j欠。人仁
' I仁ニ止で点、ゐ，、
i1i'J11liJ/'r;1，、「， 1fzf1J~;;'t ｛「1rl〆－ Ji 作ff-I，；九人j:/, 
. '_ JI ｛上、 ノkfiJ 々、 n二政Hi －~ ,1: 二日：t ,r~号［て／.＇ ；＇、







,n!J}i r ：、 i) ｝；、そ： J,:.／、！／》ド.・ :! ic'. JI ；＇：ら f; ＇~ Ii.', I 
J;>J'f、荒地ItIt~家所有の実現をmった。













<. 1) r ;1::i:,:m2,:3m、
〔, 2) 1Jノヲ !J ,¥ r. ・ ,i ；：，人し 1－， γ.1'; ;j，っ '":.1 
7仁I:1日：l,1'; i rlJ ,i,I J,.r ,' , r H I （「人l'.I WJ, 1%0'! 
g IJ18 I J可 2
(, 1. :1) ,/; I.,; ／『 f、」よ 1,a 195oq 10.;2311. 
Cl ,1) 了人，，；十I(di、1952:1 :1 JI 1 :1, 2 -, 
〔；I") J」人以 I十日、 1951；ト 7JJ221', ゴヘ
〔，I ii) J人，.， I宇品.i,1952!1今；， J: 1 Ii, 2 ・ -ノ リ
〔，I 7) 『人／ ltJ.J], 1950{1101]231', 2ベージう
〔iI 8）『人i、｜｜報』， 1952"1:1 JI l 1予 2，、／。
〔止！｝〉 『人民 I千iUJ, 1952与5J 12i I, 2へ←＞.，
ぐ.I 10) 「人ト I:Yt'J, 1952if 3 JJ27 I, 2, J干 ンノι
I '.i ;~ /C. ,: • , ; ' v' / ~ I二Lλ あん • .-〉で i仏；・，
／。
三五｛－ r, J予／，、コーナ
ペ吐 l!!Iii' , ι 〆4 、
J i村嘉夫氏の次のような指椀があ
































！変転 Ij 宇。しか l-;' i'J 1らこのよ弓な情勢を踏まえた丹えで，
Lえて［1;(;¥,.1：ち返り，ハ F シ J J ン， ミノιダーノレ，スルクセ，
uストー， Y インバ ゲン以下［i＇］外の 80.九にRぶ経i斉学兵の文
Ii!; t.: Ji＼：りしげ，戦後の低開発｜川IJ/liuFJl，向日〉再検討をし．理論的
九：IJ合試みろ。
t: ；当i土， 「f将Jt1m足立j fどより鮮明に浮き彫りにする意味とも，
,f[要な （Jiイ［となる好事Cある。
低開発国開発 理 論 の 系 譜
郎著：
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